
コラム 第 3回国連防災世界会議における ICHARM の活動について 

平成 27年 3月 14日から 18日にかけて、第 3回国連防災世界会議が宮城県仙台市で開催さ

れました。国連防災世界会議とは、国際的な防災戦略を策定する国連主催の会議であり、前

回は平成 17 年に神戸市で開催され、国際的な防災の取組指針である「兵庫行動枠組(HFA)」

が採択されました。今回の会議において、ICHARM は、表-1のように積極的に各ﾜｰｷﾝｸﾞｾｯｼｮﾝ

やﾊﾟﾌﾞﾘｯｸﾌｫｰﾗﾑに参加し、世界への発信を行いました。 

例えば、3月 14日のﾜｰｷﾝｸﾞｾｯｼｮﾝ“Risk Identification and Assessment”では、ﾘｽｸ評価

への取組みが効果的に行われている世界の 5事例の一つに日本が選ばれ、日本を代表して

ICHARM 上席研究員がﾊﾟﾈﾘｽﾄとして参加しました。ﾊﾟﾈﾙﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝでは、日本での具体事例を

踏まえつつ、ﾘｽｸｱｾｽﾒﾝﾄによって事前投資による構造物対策の効果を評価することの必要性

や、ﾘｽｸ評価に必要となるﾃﾞｰﾀの入手および管理の重要性について発表するとともに、ICHARM 

が国際協力で果たしている役割について紹介しました（写真-1）。また、3月 15日のﾊﾟﾌﾞﾘｯｸ

ﾌｫｰﾗﾑ「ｱｼﾞｱ防災会議 2015」では、平成 24年 7月 13日にｲﾝﾄﾞﾈｼｱ国ｱﾝﾎﾞﾝ島で発生した天然

ﾀﾞﾑとその決壊に起因する土石流災害について、ICHARM より災害の概要や災害被害軽減のた

めの日本の貢献について説明しました。被災地の村長からは、極めて大規模な災害であった

が、わずか 3 名の犠牲者にとどまったこと、日本の協力に感謝していること等の報告があり

ました。 

また、会議期間中には国土交通省の防災に関する展示『「忘れない」、「守りたい」防災ﾊﾟﾈ

ﾙ展』の中で、ICHARM の活動紹介を行いました（写真-2）。 

同会議は国連加盟国(193 か国)のほとんど(187か国)が参加し、各国首脳、閣僚、国際機関

代表、国際認定 NGOなど 6千 5百人が本体会議に参加しました(UNISDR発表)。今回の会議で

は、新たな国際防災指針となる「仙台防災枠組」が採択され、今後各国はこの枠組みのもと、

世界の災害軽減に取り組むことになります。ICHARM も関係機関と連携しつつ、この枠組みの

具体化への各国の取組みを支援してまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表-1 ICHARMが参加した各ﾜｰｷﾝｸﾞｾｯｼｮﾝやﾊﾟﾌﾞﾘｯｸﾌｫｰﾗﾑ 

写真-1 ﾜｰｷﾝｸﾞｾｯｼｮﾝの状況 

（右から 2人目が澤野上席研究員） 

写真-2 国土交通省が展示したﾊﾟﾈﾙ 

　




